
 

 

 

 

 

   

令和６年度 県学調 宮古教育事務所管内の結果をお知らせします 
児童生徒質問紙調査結果（Miyako Target７にかかわって） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（１）②、③、④の割合は、小・中学校両方において昨年度を大きく上回っています（事務所目標値を達

成しています）。 
（２）①は、事務所目標値を達成しています。 
（３）全体的に昨年度よりも高い平均値を示しています。引き続き、児童生徒が学びの面白さを実感でき

るような授業設計と、達成感や「やればできる」という感覚を得られるような教育活動の推進につい
て、よろしくお願いいたします。 

県学調結果（宮古教育事務所管内） 児童生徒がつまずきやすい問題（正答率 30%以下）※中学校は裏面 

【小学校】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）記述式問題において「無回答」が多い傾向あり（後半の問題に多く出現）。 
→自分の考えを自分なりの言葉で表現（記述）する学びの機会の確保、ある程度長い問題文などを正確に読
み取る機会の確保、すでに解くことができる問題をより少ない所要時間で解く機会の確保（記述に費やす
時間を増やす）などのアプローチが考えられます。 

（２）資質・能力に結びつく家庭学習 → 児童生徒が目的意識をもって取り組めるようにすることが有効と
考えられます。 

（３）「テストを解く力」は近い目標のために、「問題解決や探究を自分（たち）で進められる力」は遠い目標
のために「どちらも大切である」ことを、折にふれて子どもたちと共有し、それぞれに対するアプローチ
を児童生徒、先生方で一緒に検討しながら取組を進めていくことが大切です。 

指 標 
県学調 

R5 事務所平均 

全国学調 

R6 事務所平均 

県学調（今回） 

R6 事務所平均 

県学調（目標） 

R6 事務所目標値 

小 中 小 中 小 中 小 中 

①将来の夢や目標を持っている児童
生徒の割合 

87.0 75.0 87.1 71.0 89.2 75.4 87.4 75.4 

②意欲を持って自ら進んで学ぼうと

する児童生徒の割合 
78.0 76.0 84.5 85.4 82.2 83.1 82.5 79.2 

③授業で、自分の考えを深めたり広

げたりしている児童生徒の割合 
79.0 84.0 90.4 90.3 83.6 88.7 83.0 84.7 

④自己肯定感をもつ児童生徒の割合 70.0 73.0 82.8 77.8 77.8 78.0 74.0 75.0 

⑤学校が楽しいと思う（学校に満足
している）児童生徒の割合 

83.0 85.0 86.7 83.0 88.2 84.5 88.8 87.0 
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宮古教育事務所管内の多くの学
校にお邪魔する中で、先生方が前
向きに楽しみながら教育活動を
されている姿や、子どもたちがポ
ジティブに活動している姿から
たくさん元気をいただいていま
す（本当に感謝です）。 

   文責：平澤 

A B C ○県学調・全国学調
の質問項目は同じ
もの。R5県学調と
R6 全国学調（○A
と○B ）の比較は、
同一集団の比較。 

○R5県学調と R6県
学調（○A と○C ）
の比較は、集団は
１学年異なるが、
同時期の児童・生
徒の比較。 



【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

地区別体力向上担当者研修会について 
9 月 30 日（月）、管内各中学校から

１名悉皆参加で開催しました。はじめ
に、岩手県教育委員会事務局保健体育
課 松村毅 主任指導主事より「本県の
体力向上の現状と取組の方向性につ
いて」の説明がありました。次に、中
京大学スポーツ健康学科 中野貴博 
教授よりオンラインで講義をしてい
ただきました。最後に、宮古管内の体力の状況について共有し、「体力向上取組前半の振り返りと後半取組の検
討」について協議を行いました。各校の取組について参加された先生方とたくさん共有しました。 
【中野教授の講義から】 
〇子供の体力・運動能力は再び低下局面にある 
○特に、走能力、投能力の低下が著しい 
○運動好きの比率は上がっているから、このニーズに

こたえる取組が重要 
○運動動作や身体活動量も低下、生活習慣とも密接に

関係 
○生活習慣は可逆的。絶え間ない取組が重要 
○スクリーンタイムは顕著に増加。今後、様々な生活

習慣に影響も。適切なルールが必要。 

（研修者の感想より） 
 ・運動習慣と生活の関わりについて深く知ることが
できた。普段、運動や体力にフォーカスしがちだが、
その土台となる生活が大事なのだと改めて感じた。
子どもの周りにいる大人が、どういう意識でいるか
ということも重要なのだと感じた。 

・今後の取組について具体的にイメージすることが
できた。カードだけにこだわらず学習も含め、学校
全体で「60（ロクマル）プラスプロジェクト」が推
進できる体制を作っていきたい。 

地区別授業改善研修会について（保健領域） 
10 月 30日（水）に、岩泉町立岩

泉小学校を会場に、標記研修会を行
いました。今年度は、「保健領域の授
業改善」をねらいとし、授業者の岩
泉町立岩泉小学校 佐藤優也 教諭、
支援員の宮古市立鍬ヶ崎小学校 村
上貴史 教諭、宮古市立田老第一小
学校 佐々木一成 教諭の 3名の先生
方にご尽力いただきました。「自分
事として捉えるために」「養護教諭・栄養教諭との連携」「指導と評価の一体化に向けたポイント」の３つを授業
改善の視点として授業づくりを行いました。当日の授業では、小澤明恵 養護教諭、中村恵 栄養教諭と連携し（上
写真）、子どもたちに、自分事として捉えさせるための指導の工夫が随所に見られる授業が展開されました。 
(研修者の感想より) 
・子どもたちが最後まで自分事として学ぶ姿が素晴らしかった。手だて、声がけ、養護教諭、栄養教諭との連
携、実験やグラフなどの視覚的に分かりやすい教材の準備など、大変参考になりました。 
・各校の取組や課題を共有できてよかった。いろいろ話しているうちにどんどんアイディアが生まれてきてと
ても楽しかった。60 プラスを軸にしながら、たくさんの先生方とつながることができたので、今日話した内
容を学校に戻ったら早速やってみたい。 
・特に冬場の運動量について話題に上がったが、参考にしたい取組がたくさんあり本校でも実施していきたい。 



 


